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設立 １９８０年１０月１日

・エネルギー・地球環境問題の解決

・産業技術力の強化

予算 約１,２９８億円 （２０１６年度）

ミッション

職員数 ９１９名 （２０１６年４月１日現在）

ＮＥＤＯの概要

国立研究開発法人新エネルギー・産業技術総合開発機構

New Energy and Industrial Technology Development Organization

日本最大級の公的研究開発マネジメント機関
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政策立案 課題解決・貢献

（予算、人材、etc） （エネルギー、環境、etc）

制度設計 競争力強化・イノベ―ション創出

（国際基準、etc）（規制、標準、etc）

政府

経済産業省

産業界

大学 研究機関

グローバルマーケット技術開発 実証事業

ＮＥＤＯの位置付け
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２．我が国の人工知能の技術開発施策
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ロボット・人工知能に関する政府及びＮＥＤＯの動き

FY2014 FY2015 FY2016

政府

ＮＥＤＯ

2015.3
人工知能分野、ロボット分野
（2.0領域）の技術戦略策定

2015.5
「次世代人工知能・ロボット
中核技術開発」 始動

2016.4
「ロボット・AI部」に改称、部内に
「AI社会実装推進室」 設置

2014.4
「技術戦略研究センター（TSC）」、
「ロボット・機械システム部」 設置

【人工知能】

【ロボット】

2014.9～
ロボット革命実現会議

2015.2
「ロボット新戦略」
（日本経済再生本部決定）

2016.4
第5回 未来投資に
向けた官民対話
（日本経済再生本部）

2016.4～
人工知能技術戦略会議
第1回 3省合同AIシンポジウム

2016.4
「次世代人工知能技術社会

実装ビジョン」の公表

2015.5
産総研 人工知能研究センター（AIRC）
設立 [次世代PJの委託先]



ロボット革命実現会議
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（ロボット革命実現会議 構成員）
新井 紀子 国立情報学研究所 社会共有知研究センター長
池 史彦 本田技研工業株式会社 代表取締役会長
石川 公也 社会福祉法人シルヴァーウィング 常務理事
小田 真弓 株式会社加賀屋 女将
笠原 節夫 有限会社横浜ファーム 代表取締役
菊池 功 株式会社菊池製作所 代表取締役社長
黒岩 祐治 神奈川県知事
斎藤 保 株式会社ＩＨＩ 代表取締役社長 最高経営責任者
白石 真澄 関西大学政策創造学部 教授

杉原 素子 社会福祉法人邦友会新宿けやき園 施設長
諏訪 貴子 ダイヤ精機株式会社 代表取締役
津田 純嗣 株式会社安川電機 代表取締役会長兼社長
野路 國夫 株式会社小松製作所 代表取締役会長
野間口 有 三菱電機株式会社 相談役 （座長）
橋本 和仁 総合科学技術・イノベーション会議議員

（東京大学大学院工学系研究科 教授）
安田 定明 株式会社武蔵野 代表取締役会長
吉崎 航 アスラテック株式会社 チーフロボットクリエーター

（写真は首相官邸Webページより）

◇ ロボットメーカー・ユーザー双方の有識者等からなるロボット革命実現会議を総理の下に設置。
２０１４年９月１１日、有識者委員のほか、総理、経済産業大臣、その他関係政務等の出席も得
て、第１回会合を開催。

◇ ２０１５年１月までに計６回会議を開催し、「ロボット新戦略」を策定（２０１５年１月２３日決定）。



「ロボット新戦略」 アクションプラン ～次世代に向けた技術開発～

8出典：「ロボット新戦略のポイント」, 2015/1/23, ロボット革命実現会議
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３．「次世代人工知能・ロボット中核技術開発」
の取組



新領域・融合ユニット

電子・情報・機械システムユニット

ナノテクノロジー・材料ユニット

エネルギーシステム・水素ユニット

再生可能エネルギーユニット

環境・化学ユニット

マクロ分析ユニット

標準化・知財ユニット

次長

センター長

川合 知二

調整課

企画課

プロジェクトマネジメント室

国立研究開発法人

新エネルギー・産業技術総合開発機構

(Technology Strategy Center )
技術戦略研究センター
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技術戦略研究センター （ＴＳＣ） ：調査･研究を通じ、産業技術やエネルギー･環境技術分野

の技術戦略及びこれに基づく重要なプロジェクトを企画･立案し、提示する研究機関

フェロー技術戦略ミーティング

技術戦略センター（ＴＳＣ）の役割
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人工知能分野、ロボット分野（２．０領域）において、革新的なロボット要素技術の研究開発、

人工知能分野の研究者の英知を結集した「拠点」構築の必要性等を提言。

人工知能分野・ロボット分野（２．０領域）の技術戦略

人工知能分野、
ロボット分野（２．０領域）

パワーレーザー分野、
コンピューティング／物性・電子デバイス分野

参考：NEDO 技術レポート 「TSC Foresight」 <http://www.nedo.go.jp/library/foresight.html>
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平成2９年度予算額 45.0億円（平成27年度 10.0億円, 平成28年度 30.6億円）

出典：平成29年度経済産業省予算関連事業PR資料, 経済産業省を基に、過去の予算額を追記。

「次世代人工知能・ロボット中核技術開発」の概要



13

「次世代人工知能・ロボット中核技術開発」の全体スケジュール

H27FY(FY2015) H28FY(FY2016) H29FY(FY2017) H30FY(FY2018) H31FY(FY2019)

公募
先導研究

【ＡＩ：2件、ロボット：11件】

公募

公募

先導研究
【ＡＩ：2件、ロボット：18件】

研究開発
【ＡＩ：2件、ロボット：12件】

研究開発

ス
テ
ー
ジ
ゲ
ー
ト

調査研究
【ＡＩ：3件、ロボット：13件】

ス
テ
ッ
プ
ゲ
ー
ト

研究開発

ス
テ
ー
ジ
ゲ
ー
ト

Ｒ
Ｆ
Ｉ

先導研究
【ＡＩ：1件、ロボット：7件】

ス
テ
ー
ジ
ゲ
ー
ト

【１】
H27FY
開始①

現在

【２】
H27FY
開始②

【３】
H28FY
開始

【４】
H29FY
開始

1. H27FY開始：人工知能分野【研究開発項目①～③】（課題設定型）、ロボット分野【研究開発項目④～⑥】 （テーマ公募型）

3. H28FY開始：人工知能分野【研究開発項目①～③】、ロボット分野【研究開発項目④～⑥】 （課題設定型テーマ公募）

2. H27FY開始：人工知能分野【研究開発項目①～③】、ロボット分野【研究開発項目④～⑥】 （RFIを踏まえた課題設定型）

4. H29FY開始：人工知能分野【研究開発項目①～③／⑦】（課題設定型テーマ公募）

公募
先導研究 （研究開発項目⑦）

調査研究 （研究開発項目①～③）

PJ中間評価 PJ事後評価
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次世代人工知能技術と革新的ロボット要素技術の開発

１．次世代人工知能技術分野

人共存

災害対応 QoL向上

① 大規模目的基礎研究・先端技術研究開発

② 次世代人工知能フレームワーク・先進中核モジュール研究開発

③ 次世代人工知能共通基盤技術研究開発

言語理解

意思決定支援

予測
共通コア人工知能

Ｖ人工知能分野の研究者の英知を

拠点に結集

２．革新的ロボット要素技術分野

④ 革新的なセンシング技術（スーパーセンシング）

⑤ 革新的なアクチュエーション技術（スマートアクチュエーション）

⑥ 革新的なロボットインテグレーション技術

（ＡＩＲＣ）

⑦ 次世代人工知能技術の社会実装に関するグローバル研究開発
（平成２９年度～）



プロジェクトリーダー（PＬ）

辻井 潤一

研究センター長

プロジェクトマネージャー（PM）

関根 久

NEDO ロボット・ＡＩ部 統括研究員
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Project Manager (PM) の任務：技術的成果及び政策的効果を最大化すること

～研究開発内容や体制の改廃も含めた積極的なマネジメント～

（AIRC：Artificial Intelligence 
Research Center of AIST）

産総研 人工知能研究センター

山崎 知巳 副研究センター長

麻生 英樹 副研究センター長

宮本 晃之 副研究センター長

ＰＭとＰＬの連携による技術開発の推進（次世代人工知能技術分野）

外部有識者 委員会

（採択審査／技術推進／ステージゲート）
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ワークショップの開催による実用化の道筋づくりの支援

ＮＥＤＯ「次世代人工知能・ロボット中核技術開発」ワークショップ
（２０１６年１０月５日～６日、於：幕張メッセ イベントホール）

産総研 人工知能研究センター
（ＡＩＲＣ）

ロボット分野の委託先
（主として大学、研究機関）

センサ

アクチュ
エーション

インテグ
レーション

؞
؞
؞

自動車
メーカー

電機
メーカー

材料
メーカー

守秘義務に係る
覚書の締結

AI for Robot
～ 次世代人工知能のロボットへの実装 ～

来場者：２５０名（主として企業）
テーマ間連携：６件 ［１件］
外部連携：３０機関 ［４機関］
が興味を示す。

[ ] 内は人工知能テーマ関連の内数。
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４．本プロジェクトへの期待
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ロボット・人工知能に関する政府及びＮＥＤＯの動き（再掲）

FY2014 FY2015 FY2016

政府

ＮＥＤＯ

2015.3
人工知能分野、ロボット分野
（2.0領域）の技術戦略策定

2015.5
「次世代人工知能・ロボット
中核技術開発」 始動

2016.4
「ロボット・AI部」に改称、部内に
「AI社会実装推進室」 設置

2014.4
「技術戦略研究センター（TSC）」、
「ロボット・機械システム部」 設置

【人工知能】

【ロボット】

2014.9～
ロボット革命実現会議

2015.2
「ロボット新戦略」
（日本経済再生本部決定）

2016.4
第5回 未来投資に
向けた官民対話
（日本経済再生本部）

2016.4～
人工知能技術戦略会議
第1回 3省合同AIシンポジウム

2016.4
「次世代人工知能技術社会

実装ビジョン」の公表

2015.5
産総研 人工知能研究センター（AIRC）
設立 [次世代PJの委託先]



19出典：首相官邸Web <http://www.kantei.go.jp/jp/97_abe/actions/201604/12kanmintaiwa.html>

◇２０１６年４月１２日に開催された第５回「未来投資に向けた官民対話」で、安倍総理
から次の発言あり。

---人工知能の研究開発目標と産業化のロードマップを本年度（※２０１６年度）中に
策定します。そのため、産学官の叡智を集め、縦割りを排した『人工知能技術戦略
会議』を創設します。

（写真は首相官邸Webページより）

第５回 未来投資に向けた官民対話



組織やプログラムを超えた人工知能技術の研究開発と社会実装
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◇総理指示を受け、「人工知能技術戦略会議」を設置。２０１６年度から、本会議が司令塔
となり、その下で総務省・文部科学省・経済産業省の人工知能技術の研究開発の３省連
携を図る。

◇本会議の下に「研究連携会議」と「産業連携会議」を設置し、人工知能技術の研究開発と
成果の社会実装を加速化する。

出典：「新産業構造ビジョン」 ～第４次産業革命をリードする日本の戦略～ 産業構造審議会 中間整理, 2016/4/27, 経済産業省
を基に、出口分野の省庁、プログラム等を追記。

国土交通省

NEDO ＡＩ社会実装推
進室は、産業化ロード

マップ、人材育成、
データ整備・提供＆

オープンツール、ベン
チャー育成・金融支援
ＴＦの事務局を担当。

農林水産省 厚生労働省
内閣府（SIP；戦略的イノベーション

創造プログラム）



ロードマップ（人工知能の研究開発目標と産業化のロードマップ）

出典：人工知能技術戦略会議(第4回) 資料1 「人工知能の研究開発目標と産業化のロードマップの検討状況（中間まとめ案）」 <http://www.nedo.go.jp/content/100860018.pdf>

生産性

健康、
医療・介護

空間の移動
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次世代人工知能の社会実装への期待

言語理解

意思決定支援

予測
共通コア人工知能

Ｖ人工知能分野の研究者の英知を

拠点に結集

生産性

健康、
医療・介護

空間の移動

人工知能搭載
ロボット等

・プロジェクト成果の社会実装、ロボット等への搭載

我が国の経済への裨益

人共存

生活支援



23

日本の得意とするものづくり技術を活かした生産性の向上

生産年齢人口の減少、高齢化、健康・医療・介護への対応

犯罪解決・防止への対応

世界でも突出して災害が多発する日本での災害予知・予防
と復興支援

ＡＩＲＣの成果での人工知能と
それらを実装したロボットにより、社会課題を解決する

～人を豊かにする社会に向けて～


